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　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下、「都産技研」という）は、

東京都により設置された試験研究機関であり、東京都内の中小企業に対する技術支援（研

究開発、依頼試験、技術相談、人材育成など）により、東京の産業振興を図り、都民生

活の向上に貢献することを役割としています。

　平成 28 年度から始まった第三期中期計画期間では、これまでの事業成果を活かすと

ともに、製品化・事業化に資するものづくり支援を目指して事業のさらなる充実に取り

組んでいます。また、平成 23 年の現本部開設以来、海外展開支援拠点 MTEP（本部）、

生活技術開発セクター（墨田支所）、先端計測加工ラボ（城南支所）、バンコク支所、複

合素材開発セクター（多摩テクノプラザ）・東京ロボット産業支援プラザ、デザインス

タジオ・ものづくりスタジオ（城東支所）、そして昨年の IoT 支援サイトと時代のニー

ズに応じた拠点の整備をしてきました。各拠点において技術支援サービスのさらなる拡

充に努めた結果、依頼試験、機器利用、共同研究などにより、数多くの企業の製品開発

や課題解決につながっています。

　こうした活動成果については、その都度広報を通じて発表していますが、まとまった

形でより多くの方々に知っていただくべく活用事例集を発行しています。

　本事例集では、冒頭で都産技研を活用いただいた企業の事業の発展や成長ストーリー

を、「お客さまインタビュー」として 2 件掲載しました。つづいてお客さまの課題解決

につながった事例を ｢ロボット産業活性化事業｣、「海外展開支援事業」および「多摩テ

クノプラザ」でそれぞれ 2 件、さらにフェーズごとに合わせて 14 件紹介しています。

これらについて、都産技研で活用した事業メニューを表示するとともに、活用の流れを

示しました。

　都産技研では全職員が、「志が高く、熱く夢を語れる経営者・技術者の多い中小企業

こそがイノベーションを起こす」との強い信念の下に支援業務に取り組んでいます。

　本事例集が、利用企業の皆さまのさらなる発展の一助になるとともに、都産技研のご

利用の参考になれば幸いです。

　最後に、本事例集の作成にあたりご協力をいただきました企業の皆さまに心から感謝

申し上げます。

はじめに

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

理事長　奥村 次德

平成 31 年 1 月 ※企業掲載順 順不同

…機器利用機

…基盤研究基

…依頼試験依

…オーダーメード開発支援オ

…技術相談相

…共同研究共…実地技術支援実

活用した事業メニューの見方

株式会社シエラエレクトリックモーター
日進工業株式会社
山進社印刷株式会社
株式会社ランプラス

事業案内
日本分析工業株式会社
岡村織物

事業案内
石川金網株式会社
株式会社ウエルコ

ご利用企業の構成
ご利用方法
アクセス

事業案内
株式会社クラフトワークス
サンリツオートメイション株式会社

01　クスノキ石灰株式会社
02　バルミューダ株式会社

株式会社梅田鍍金工業所
株式会社コムウェーブ
株式会社スマートロボティクス
株式会社フジメタル
TOTSU Co.,Ltd.

…製品開発支援ラボラ

…技術セミナー・講習会セ

…連携連

…見学見
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クスノキ石灰 株式会社お客さまインタビュー 01

お客さまインタビュー 01

お話を伺った方
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都産技研には、様々な知見を持つ専門家が揃っています。新しいアイデアがブレー
ンストーミングの中から生まれてきます。

　2007年に横浜国立大学発のベン

チャーとして発足したクスノキ石灰

株式会社。ヨーロッパの古代石灰を

活用した建築材料の研究開発、およ

び輸入販売から事業が始まりました。

　代表取締役社長である池田氏は、

元々、建築構造の研究に従事。友人

を介して古代石灰の存在を知ったの

だといいます。

「当時から地球環境への意識が高かっ

たため、古代石灰の“水で硬化する”

性質に着目。地球環境と共存できる

モノづくりができるのではと考え、

研究を進めていきました」

　古代石灰が持つ空気を浄化する性

質に注目。樹脂を使用しない、環境

に優しい左官材を開発するに至った

池田氏は、視察で訪れたヨーロッパ

の職人から興味深い話を聞きます。

「彼らは『左官材が固化されるのは、

空気が交換されていく過程で、CO2
が石灰と結合するから』と言ってい

た。その話をヒントに濃度の高い

CO2 を古代石灰に注入していった

ら、コンクリート級の硬度を得るこ

とができた。そこから従来のセラミッ

クの代替として使用できないか？と

いうアイデアが生まれました」

「知財のアドバイスを受けましたし、

プロダクトデザインにも強い。さら

に市場にどうやってインパクトを与

えていくかというアドバイスもいた

だきました。私たちのようなスター

トアップが、世に出ていないものを

研究開発するには最適な場所です」

　環境問題は、ますます深刻化。環

境に優しい素材を積極的に選ぶ時代

が目の前に来ているといいます。

「この新しい石質材を、あらゆる素材

に置き換えていくことでCO2 は削

減できます。消費者の皆さんが、知

らないうちに機能的な素材を買って

使うことができる、そんな世の中を

作るのがエンジニアリングの肝だと

思います。都産技研にいらっしゃる

多くの専門家と共に、自然と共存で

きる、日本発のまったく新しい素材

として、世界に発信していければと

思います。」

　代替品となる従来のセラミックは

焼成が必要となるため、生産過程に

おいて大量のCO2を排出しますが、

逆に不要だったCO2 を活用した成

型品を世に出すことができれば地球

環境に対するインパクトは大きいも

のと判断。都産技研に相談にきたの

だといいます。

「なんとなくCO2で石灰が結合する

ことはわかっていたのですが、確証

は得られていない。『こういう現象が

起こっているが…』と相談したら、『未

知なるものを研究し事業化に結び付

けるのが都産技研ミッション』と心

強い言葉をもらいました」

　産業に貢献するという姿勢に共感

を覚えた池田氏は、平成22年に都

産技研との共同研究を実施。「単なる

研究として終わらせず、世の中の役

に立つ製品を作りたいという私の思

いと一致しました」

　その間に、池田氏は完全無機の内

装塗材を開発・販売する企業との協

業をスタート。しばらくは同時並行

で研究を進めていたが、事業を軌道

に乗せた時点で内装塗材の会社の経

営権を譲渡。焼成しないことで環境

に配慮した石質材の開発に注力しよ

うと考え始めたタイミングで、都産

技研内の製品開発支援ラボの一室に

空きが出たことを知り、すぐに入居

することを決めたといいます。

「その後、まだ試作段階にあった石質

材にパタゴニア社が興味を持ち、新

規オープンとなる広島店の一部壁材

として使用したいとの申し入れが。

広島に因んだ原料を配合したいとい

う要望に応え、牡蠣殻を使用するこ

とになりました」

　早速、ラボでテストピースを作り、

パタゴニア社に送付。すぐに承認が

下りて、正式にGOがかかりました。

「ところが20cm角という大きなサ

イズの成型品を作るのは未経験。欠

損なく、一定の強度を持つタイルを

作るために、都産技研の設備をフル

活用させていただきました」

　受注した時点で、オープンまで

一ヶ月しかないという大変厳しいス

ケジュール感の中で、ミッションが

達成できたのは、機材はもちろん“人

のチカラ”が大きかったといいます。

「機材はもちろんですが、身近に相談

できる専門家がいるのは、大きなア

ドバンテージとなりました。実践的

なアドバイスもたくさんいただき、

開発者にとって心強い存在でした」

　技術的な相談に留まらず、他にも

多くの恩恵を受けたという池田さん。

都産技研の底力を実感したのだとか。

クスノキ石灰 株式会社

日本発の“環境共存”素材を世界に発信
多くの専門家の支援でそれを実現

大学発のベンチャーが目指した
環境に優しい建築資材の開発

都産技研と共同開発を進めた
焼成の必要がない新型石質材

都産技研の専門家の知見を集約
環境問題を解決に導く

クスノキ石灰が開発した新型石質材は CO2 を吸収して作られます。排出された
CO2 を原料にしながら製品を作る過程は、貝殻と同様、地球に循環できる性質の
表れといえます。（左・右上）牡蠣殻配合タイル。パタゴニア広島店の一部内装材
に使用されているのは、広島県産の牡蠣殻粉を配合して、CO2 にて成型した素材。
20cm 角のタイル制作に成功しました。（右下）カラフルなイラストのコースター。

会社概要

■代表者：代表者　池田 勝利
■創　業：平成 18 年
■所在地：東京都江東区青海 2-4-10 東京都立産業技術研究センター 303
■ＵＲＬ：http://kusunoki-sekkai.com/

クスノキ石灰 株式会社
■主な事業
大学発のベンチャーとして発足。
創業当初から一貫して、地球環境
と共存可能な建築材料を世に送り
だすことをミッションとし、研究
開発・販売を展開しています。

新型石質材

代表取締役社長

池田 勝利氏

平成 29 年 5 月〜
製品開発支援ラボ入居

平成 29 年 5 月
石灰を用いた新しい製品開発に関する相談

平成 29 年 6 月〜
知財や海外展開に関するアドバイス

平成 29 年 11 月〜
万能試験機による加圧成型および強度試験

平成 29 年 12 月〜
施釉に関するアドバイス

平成 30 年 4 月〜
炭酸ガス吸収硬化セラミックスのガラス
コーティング技術の開発

ラ

相

相

依

共

相

共相ラ活用した事業メニュー 依
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バルミューダ 株式会社お客さまインタビュー 02
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会社概要

■代表者：代表取締役社長　寺尾 玄
■創　業：平成 15 年
■所在地：東京都武蔵野市境南町 5-1-21
■ＵＲＬ：https://www.balmuda.com/jp/

バルミューダ 株式会社

■主な事業
「自由な心で夢見た未来を、技術の力で実現して人々
の役に立つ」をミッションに掲げ、まったく新しい
考え方で、これまでになかった価値を持つ家電を
作っている企業です。

デスクライト

バルミューダ 株式会社

誰もが感動する画期的なプロダクトは
自由な発想と綿密な検証から生まれる

　バルミューダ株式会社は、2003

年に設立したクリエイティブとテクノ

ロジーに強みを持つ企業。同社取締役

の南氏は、その企業姿勢について「私

たちの製品を通じて、お客様に驚きや

感動、心躍るような体験をお届けした

い」と語ります。同社が開発するの

は、空気清浄機、加湿器などのエアソ

リューション機器、トースターや炊飯

器に代表されるキッチン家電、そして

今年の9月に発売された『バルミュー

ダ　ザ・ライト』のような照明機器類

は、第三の事業の柱として、これから

注力していきたい分野であると南氏は

語ります。

「この製品を発案したのは当社の代表。

机に向かうお子さんの頭の影によって

手元が暗くなると、どうしても姿勢が

悪くなってしまいます。親として解決

したいという想いから、開発が始まり

ました」（南氏）

　開発を担当した小久保氏は、商品の

特徴について「器具の真下ではなく、

手前側を照らす『フォワードビーム』

という機能を搭載し、手元が影になる

問題を解決。太陽光LEDを使用し、

限りなく自然光に近づけ、子どもたち

の目に優しい照明器具を生み出しまし

た」と語ります。

い難く、そこを補う製品として提供し

ていきたいのだといいます。

「子どもの眼を守りたいというのは、

すべての親御さんに共通する願い。多

くのご家族に、この商品をお届けした

いと思います」（高荷氏）

　荒井氏は、都産技研の利用価値につ

いて、このように語ります。

「弊社のような中小企業は、検証設備

を豊富に持ってはいませんから、都産

技研さんの存在は必要不可欠なもの。

それは今後も何ら変わることはありま

せん」（荒井氏）

　これからも、世の中にない製品を提

供して消費者に喜んでもらいたいとい

う同社。「今後も、新しい技術分野へも

チャレンジを続けるつもりです。新し

い規格への対応については、引き続き

ご相談したいと思っています」（南氏）

　同社にとっては初めての取り組みと

なる照明機器を開発するうえで、法規

制や規格に関するノウハウが不足して

いると自覚。以前に空調機器の試験を

サポートしてもらった都産技研に相談

することにしたといいます。

「私たちの認識として、新規開発を進

めるうえで何らかの評価が必要になっ

たとき、まずは都産技研さんで試験が

できるか？という考えをベースに検討

を始めるようになっていました」（小

久保氏）

　都産技研を訪問した荒井氏は、品質

保証部門のメンバーとしての観点か

ら、安全性や光の測定に関する規格情

報の提供を受けたといいます。

「当社の場合、自由な発想で開発を行

いますから、ターゲットとなる既存製

品の情報が世の中にほとんどありませ

ん。そのため豊富な知見を有する都産

技研さんの存在は非常に頼りになりま

す」（荒井氏）

　試験内容については、けっして特別

なものではなかったという荒井氏。こ

の製品の特徴として打ち出していた光

の広がり方、色彩について助言を求め、

それに特化した試験方法の提案を受け

たのだといいます。

「実施した測定結果を社内の開発担当

にフィードバック。信頼性の高い都産

技研さんの測定結果をベースにして、

社内で実施した試験結果との相関性を

把握し、以降の測定試験に生かしてい

きました」（荒井氏）。

　社内の試験体制を整えるときにも都

産技研の担当者から的確なアドバイス

があったといいます。

「どういった試験方法がベストなのか、

細かい部分まで助言をいただきなが

ら、当社で実施した試験方法との相違

点を検証していきました。私たちだけ

では、どうしても都合の良い試験結果

を信じ込んでしまいます。第三者の視

点を入れることはきわめて重要です

ね」（小久保氏）。

　当初の目論見であった、“子どもの

眼に優しい光を放つ”という機能性と

安全性を担保しながら、スタイリッ

シュなデザインを実現。現在は市場に

投入して、世に問うている段階にある

とマーケティングを担当する高荷氏は

いいます。

「市場性の高い商品ではありますが、

“デスクライト”というカテゴリーそ

のものに注目が集まっているわけでは

ありません。まずはその必要性から訴

求していく必要があります」

　最近はリビングで学習する子どもが

増えています。しかしリビングの照明

は、必ずしも学習に適しているとは言

製品開発を通じて
心躍るような体験を届けたい

未経験だった照明器具に関する
試験内容について示唆をもらった

これからも新しい製品の
開発を続けていく

バルミューダ　ザ・ライトは、子どもたちの目を徹底的に考えて生まれたデスクラ
イト。医療用の手術灯をヒントに開発した独自構造により、離れた場所から広く手
元を照射。自然光に近い太陽光 LED は目にやさしく、集中力を妨げません。この 2
つのテクノロジーで実現した、これまでになかった最適な光が子どもたちの目を守
ります。

依相

依

相

活用した事業メニュー

バルミューダ　ザ・ライトは、子どもたちの目を守り、クリエイティビティを育て
るデスクライト。子どもの幸せを願う多くの親御さんにお届けしたいと思います。

マーケティング部
プロダクトマネジメントチーム

品質保証部
品質保証チーム

商品設計部
機構設計チーム リーダー

取締役・商品設計部 部長・
品質保証部　部長

左から

高荷 隆文氏

荒井 信博氏

小久保 周氏

南 修二氏

平成 29 年 5 月〜
最低限必要な規制および付加的に実施す
べき試験のアドバイス

平成 30 年 4 月
光学時間応答度試験や本製品の特徴とな
る配光や色彩等の測定を実施
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ロボット産業活性化事業

  支援メニュー

　都産技研では、日常生活を含むさまざまな場面での活躍が期待されるサービスロボット（生活
支援ロボット）分野への中小企業参入を支援するため、ロボット産業活性化事業を実施していま
す。技術開発だけにとどまらず、ロボットやその応用製品を創り、新しいサービスの提供を進め、
2020 年のオリンピック・パラリンピック東京大会を視野に、サービスロボットの実用化・事業
化に取り組んでいます。

　都産技研では、平成 30 年 4 月からサービスロボット事
業化交流会（以下交流会）の活動を開始しました。会費は
無料です。サービスロボットを製造・開発する企業、利用を
希望する企業、システムインテグレーター間の情報交換や
マッチングの場を提供し、サービスロボットの利用を促進し
ます。交流会へのお申し込みをお待ちしております。

　「東京ロボット産業支援プラザ」にはロボットの安全性・信頼性評価に必要な、多様
な設備・装置を備えており、平成 30 年 6 月から都産技研の依頼試験・機器利用サー
ビスに仲間入りしました。
　自律移動ロボットや電動車いすの安全規格には移動の安定性が求められています。
プラザには、幅 10m ×奥行 15m、傾斜角 0 ～12 度の坂道を実現できる傾斜路走行
試験装置と、物体の位置座標を計測するモーションキャプチャがあります。これられの
設備を利用することで移動の安定性についての定量的な評価が行えます。

交流会ホームページ
https：//robotkoryu.tiri-robot.jp/

５つの支援メニューで中小企業のロボット産業参入を支援します。

（基盤技術開発・共同研究開発）

共同研究開発の開発体制イメージ

都産技研が開発した
移動ロボットプラットフォーム

（T 型ロボットベース）

1 技術開発

2 事業化支援

3 試作・評価支援

4 安全認証技術支援

5 ロボット産業人材育成

  サービスロボット事業化交流会

  サービスロボット向け依頼試験・機器利用サービス

株式会社
クラフトワークス

URLURL http://cwc.jp

業務内容 大学・研究機関等での新技術開発における試作機等の製作、共同開発、および、その製品化

所在地 東京都大田区大森南 4-6-15-501

風力発電機ブレード点検ロボット
課 題

風力発電のメンテナンス市場規模は海外が圧倒的に大きいため、ブレー
ド点検ロボットを海外で販売したいが、そのような製品開発に経験がな
く、製品投入が遅れる懸念がありました。

都産技研の支援内容
点検ロボットのリスクアセスメントを行い、第三者認証機関を活用し
て、その点検ロボットに特化したＣＥマーキングの講習会をアレンジ
しました。また点検ロボットの制御回路の基板設計を支援しました。

活 用 の 成 果
点検ロボットに要求される安全事項を把握し、製品開発の早い段階で設
計に反映しました。点検ロボット用に新規開発した制御基板によって信
頼性の高い稼働が実現でき、まずは国内でのレンタルサービスを開始で
きました。

製品の概要
風力発電機のブレード上を移動しながら、ブレード表
面の近接撮影と避雷針の導通確認を行う点検ロボット

販売開始時期 平成 30 年 10 月

平成 29 年 10 月〜平成 30 年 9 月

ＣＥマーキングを見据えた点検ロボットの開発支援共活用した事業メニュー

サンリツオートメイ
ション株式会社

URLURL https://www.sanritz.co.jp/

業務内容 様々なコンピュータ・システムを産業用アプリケーション分野に提供

所在地 東京都町田市南成瀬 4-21-6

オールインワン調査点検ロボットシステム
課 題

点検ロボットの開発において、軽量化・小型化に向けた設計や環境試

験や耐久試験等による評価が課題でした。

都産技研の支援内容
点検ロボットの軽量化・小型化の設計支援やアドバイス、東京ロボッ

ト産業支援プラザのサービスロボット用環境試験装置や EMC 試験装置

による評価支援をしました。

活 用 の 成 果
設計支援では軽量化によってロボットの重量が半分になり、作業時に

持ち運べるようになりました。評価試験では振動試験や EMC 試験を実

施、問題箇所を解消し、ロボット開発に活かすことができました。

製品の概要 点検用センサーが設置されていないインフラおよび
危険個所を点検することに適したロボットシステム

販売開始時期 平成 31 年 11 月

平成 27 年 10 月〜平成 30 年 9 月
点検ロボットシステムの
開発支援

非公開販売価格

非公開販売価格

共活用した事業メニュー

本部
製品開発・技術開発

本部
製品開発・技術開発

点検する管内

点検ロボット

ブレード点検ロボット ブレードブレード

平成 28 年〜平成 30 年 平成 29 年 1 月 平成 29 年 2 月、平成 30 年 4 月
3D プリンター
による試作 EMC 試験を実施 振動試験を実施依 依 依

ロ
ボ
ッ
ト
産
業

活
性
化
事
業

ロ
ボ
ッ
ト
産
業

活
性
化
事
業
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海外展開支援事業

1 専門相談員による技術相談

2 国際規格適合設計支援

3 規格適合性評価試験サービス

電気、機械、化学などの海外規格に精通した専門相談員が
相談に対応（無料）

4 海外規格情報の閲覧サービス
ISO や IEC、JIS など主要な海外規格が閲覧可能（無料）

5 国際規格・海外規格対応セミナー、その他情報提供
海外規格や国際規制に関する技術セミナーの開催等による情報提供（一部有料）

（規格は電子データで参照、コピー不可）

海外規格に準拠した評価試験を実施（有料）
（試験内容は最寄りの機関にお問い合わせください）

海外規格仕様に適合させた製品開発設計支援を実施（有料）

MTEPとは

MTEPの支援事業

都産技研 バンコク支所

広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP：エムテップ）は、
広域首都圏公設試験研究機関が連携して実施する中小企業の
ための海外展開支援サービスです。
MTEPは、国際規格に精通した各技術分野の専門相談員が、国際規格や海外の
製品規格など、技術的な相談に無料で応じます。
ご相談には事前予約が必要です。専門相談員の技術分野や相談実施場所は、
MTEP ホームページか最寄りの公設試験研究機関にお問い合わせください。
遠方のお客さまには、テレビ会議システムによるご相談も対応いたします。
＜MTEPホームページ＞ http://www.iri-tokyo.jp/site/mtep/

広域首都圏で共同運営広域首都圏で共同運営

横浜市

都産技研は「広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）」にて、中小企業の海外展開に向け
た製品輸出におけるさまざまな技術支援を実施しています。
また、平成27年4月にはタイ王国にバンコク支所を設立し、現地での迅速な課題解決に取り組ん
でいます。

・技術相談（無料）
ASEAN進出の日系企業を現地で技術支援

来所・電話・メールでお受けします。バンコク支所で解決できない課題は本部とTV会議中継し、解決を支援します

職員が工場や事業所を訪問、品質問題、工程改善など現場の抱える課題相談にお応えします
・実地技術支援

国際化対応や最新の技術動向などに関する「技術セミナー」を開催します
・技術セミナー

ASEAN 地域で展開する日系ものづくり企業の活動を支援します
・ASEAN展開の技術支援

石川金網株式会社

株式会社ウエルコ

URLURL http://ishikawa-kanaami.com/

URLURL https://www.welco-web.co.jp/

業務内容 フィルター最適化ソリューション、メタル＆ワイヤー加工品、産業機械および周辺装置、部
品の設計・開発・販売

業務内容 チューブポンプ、薬液供給装置の開発、製造、販売

所在地

所在地

東京都荒川区荒川 5-2-6

東京都府中市住吉町 3-3-1

金網折り紙

チューブポンプ WP1000

本部
海外展開支援

本部
海外展開支援

課 題

課 題

CE マーキングを取得するにあたり、必要となる法規制や進め方を確認
する必要がありました。

CE マーキング自己宣言にあたり、RoHS 指令の対象カテゴリ確認と、
技術文書に求められる内容について課題がありました。

都産技研の支援内容

都産技研の支援内容

MTEP 相談で CE マーキング全般について解説するとともに、対象とな
る玩具指令や適合規格への対応方法、また技術文書や適合宣言書の確認
や取扱説明書作成についてアドバイスしました。

MTEP 相談で RoHS 指令の要求事項、CE マーキングの進め方や技術
文書作成について説明、アドバイスをしました。また、実地技術支援で
RoHS 指令等の基本事項の説明や、リスクを検討するディスカッション
を行い、社内構築体制を支援しました。

活 用 の 成 果

活 用 の 成 果

CE マーキングを取得することができました。

製品のカテゴライズから始まり適用規格の選別・評価を行う中で、製品
開発における設計思想・戦略・自社ポリシーの重要性を再認識し、社内
のデザインレビューの進め方を見直すことができました。

製品の概要

製品の概要

布のようにしなやかで紙のように張りがある金網を
使い、紙と 同様に折ることが出来る金網折り紙

用途に応じてパーツの種類やサイズ等を選べる
セミオーダーシステム

販売開始時期

販売開始時期

平成 27 年 1 月

平成 9 年 11 月

平成 29 年 5 月 平成 29 年 5 月

適用指令・整合規格および必須要求事項の特定 技術文書の作成アドバイス相 相活用した事業メニュー

活用した事業メニュー

非公開販売価格

平成 29 年 5 月 平成 29 年 6 月 平成 29 年 8 月 平成 29 年 10 月 平成 29 年 10 月
放射エミッ
ション測定

化学物質規制制度の
確認および情報提供

実践 RoHS 指令が求め
る技術文書作成方法

放射 ･ 伝導イミュ
ニティ試験の実施

体制作り ･ 社
内教育支援依 依相 セ 実

1,500 円販売価格（税抜）

おりあみ 折り鶴

海
外
展
開
支
援
事
業

海
外
展
開
支
援
事
業
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課 題
自社製品の海外輸出を実施するにあたり、CE マーキングの規格をパス
するために利用しました。電気安全試験に関しては、規格の要求事項
の詳細が理解できず困っていました。

都産技研の支援内容
EMC および電気安全試験を実施しました。

活 用 の 成 果
試験結果について MTEP 相談員や研究員から改良のヒントやアドバイ
スを受けたり、EMC と電気安全の担当研究員による情報共有や試験ス
ケジュール調整が実施された結果、輸出に向けて適切に計画が進めら
れました。

日本分析工業株式会社
URLURL http://www.jai.co.jp/

業務内容 分析機器の開発及び製造・販売。主にガスクロマトグラフ等微量高分子の分析装置と分離・
精製液体クロマトグラフの製造・販売

所在地 東京都西多摩郡瑞穂町武蔵 208

リサイクル分取 HPLC

製品の概要 リサイクル法を用いた分取高速液体クロマトグラ
フで、効率的な分解能力や高分離能を実現

販売開始時期 平成 30 年 9 月

平成 29 年 7 月〜平成 30 年 4 月 平成 30 年 3 月 平成 30 年 3 月
EMC 試験および
電気安全試験

機器利用および依頼試験の結果
に対する対策方法などの確認

海外輸出に向け、MTEP セミナー「実践　
設計者のための IEC61010-1」を受講

非公開販売価格

依 機 相 セ活用した事業メニュー

岡村織物
URLメール tokyoorindo@gmail.com

業務内容 絹を中心とした織物業。ネクタイやストール、服地の生産を実施。その他金属繊維やアラ
ミド繊維などの特殊な繊維もオーダメードにて製織を実施。

所在地 八王子市中野上町 1-16-12

オーガンジーシルク タテプリーツストール
課 題

織物の経糸は設計に基づいた本数や長さ、密度などに従って、一様な
糸張力を与えながら巻き取る整経という作業が必要となります。今回、
この整経の工程においてプリーツ加工に必要な収縮糸に、一定かつ均
一な張力を保つことが課題でした。

都産技研の支援内容
整経時やワインディング時における糸張力管理技術について解説し、
またその方法について複数のパターンを提案しました。その中でフィー
ダーという給糸装置を用いる技法を採用し、依頼試験にて製織可能な
経糸を提供しました。

活 用 の 成 果
給糸装置による張力管理をして収縮糸を整経したことで均一な張力を
保つことが可能となり、製品化することができました。

製品の概要
シルク織物に経糸として、部分的に収縮糸を用い
た、意匠性の高いシルクストール

販売開始時期 平成 30 年 4 月

平成 29 年 1 月 平成 29 年 12 月

収縮糸の試験的整経加工 収縮糸の糸張力管理技術について相談

35,000 円

依 相活用した事業メニュー

販売価格（税抜）

　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター多摩テクノプラザは、多摩地域の中小企業
への技術支援強化のため、開発型ものづくり産業を支える拠点として、“産業サポートスクエア
TAMA”に平成 22 年（2010 年）開設しました。多摩テクノプラザは、基盤機器を整備した本館、
高強度繊維・繊維強化材料の研究開発を支援する複合素材開発サイト、電磁環境試験関連の各種
規格に適合した EMC サイトからなります。

電子機器には、以下のことが求められます。

・他の機器に影響を及ぼす電磁ノイズを放出しない
・外来の電磁ノイズで製品が誤動作しない
これが「ＥＭＣ（電磁両立性）」です。

　各国の規制により、国内外で流通させる製品には
ＥＭＣへの適合が必要です。ＥＭＣの各種試験は、
ＥＭＣサイト（電波暗室及びシールドルーム等）で
行います。
　依頼試験・機器利用でご活用ください！

　これまでの繊維技術を基に、産業用繊維や繊維
強化複合材料分野へ技術支援を拡大するため、高
強度繊維や CFRP 関連の設備を強化しました。
　糸加工から、織機、編機などの生地試作、染色
や生地へのプリント加工、生地やプリプレグなどの
裁断、表面処理、CFRP／ CFRTP 成形、製品評
価などの機器を設置し、複合素材についての研究・
開発から試作品づくりまで行えます。

EMC サイト・10 ｍ法電波暗室

オートクレーブ成形機

炭素繊維織布設備

複合素材
開発サイト

ＥＭＣサイト

複合素材開発セクター

電子・機械グループ

海外展開のための
CE マーキングにも対応

新しい繊維材料の
開発を総合支援

多摩テクノプラザ
品質証明・管理

多摩テクノプラザ
製品開発・技術開発

多摩テクノプラザ

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
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課 題
近隣には試験室の容積が小さい簡易設備しかなく、下記の課題がありました。
①簡易設備での測定値の妥当性
　（JIS 規格記載の容積を満たす試験室との測定値比較）
②小形建築部品に合った試験設備の形状選択

都産技研の支援内容
下記の支援により音響透過損失測定結果の妥当性を明確にしました。
①測定値の差の発生要因である気柱共鳴域の算出
　※ダクト長さ（隔壁厚み）の違いによる気柱共鳴域変動の算出方法支援
②都産技研には小形建築部品を効率的に測定できる設備がある

活 用 の 成 果
サッシの遮音等級 T-1 相当の遮音性能を有した 24 時間換気用自然給気
口部材を開発、製品化することができました。

株式会社
メルコエアテック

URLURL http://www.melcoairtec.co.jp/

業務内容 換気扇・ロスナイ・産業用、空調用換気送風機の屋内、屋外端末部材の開発及び販売 

所在地 岐阜県中津川市駒場 526-2

防音レジスター

製品の概要 排気の圧力差を利用する換気方式（第三種換気方式）
における 24 時間換気用自然給気口部材（小形建築部品）

販売開始時期 平成 27 年 4 月

平成26年12月平成26年12月 平成 27 年 2 月〜 平成 27 年 2 月〜
試験設
備見学

試験内容
打合せ

防音レジスターの音響
透過損失性能評価試験

防音レジスター（室内壁面設置製品）単体での音響性能確認お
よび外壁設置製品と組合せた状態での音響透過損失性能の測定依見相 オ活用した事業メニュー

4,600 円販売価格（税抜）

日進工業株式会社
URLE-mail http://www.nisshin-kogyo.jp/index.html

業務内容 プラスチック成形品の製造・組立・販売、プラスチック成形用金型の設計・開発、CAE_Moldflow 
Insight Ultimate_ 樹脂流動解析の受託、3D プリンター（レーザー焼結）造形品の販売

所在地 東京都大田区千鳥 2-39-2

樹脂製医療用鉗子
課 題

プラスチック射出成形技術を用いて設計した医療用鉗子について、従来から医療

現場で使用されている金属製鉗子との性能比較方法を探していました。また、滅

菌処理後も樹脂製鉗子の把持力が維持できることを証明する必要がありました。

都産技研の支援内容
技術力をPRするために有効な性能評価手法をアドバイスしました。また、

滅菌による耐久性評価を実施したほか、過去の文献をもとに把持力計測

方法を構築し、滅菌実施前後での把持力を評価できるようにしました。

活 用 の 成 果
滅菌可能なオール樹脂製鉗子として、海外の医療機器展示会に出展し

たところ、商談に繋がる引き合いが多数あり、医療機器分野参入に向

けた一歩を踏み出すことができました。

製品の概要 金属部品を一切使用しない、塗装レスの樹脂のみ
で製造された、軽量で色調付与が可能な医療器具

販売開始時期 平成 31 年 4 月

平成 28 年 10 月 平成 28 年 10 月 平成 29 年 2 月〜
金属製鉗子との性
能比較方法を検討

樹脂製鉗子ラチェット部の測定を行い、
角度特性によるクランプ力を評価

樹脂製鉗子の強度評価方法を
構築し、把持力計測を実施

販売価格 非公開

相 依 オ活用した事業メニュー

株式会社シエラエレク
トリックモーター

URLURL http://www.din.or.jp/~ciera-ce/index.html

業務内容 模型用コネクタ、ブラシレスモータ、ギアの製造・販売

所在地 東京都立川市若葉町
4-25-1 若葉町 28-204

SPM BL モーター
課 題

試作モーターの効率を確認するとともに、さらなる高効率モーターを

実現するための磁気回路の改良と磁気回路設計のための理論構築が課

題でした。

都産技研の支援内容

負荷特性試験を繰り返し実施し、その結果の検証をしました。

活 用 の 成 果

検証の結果、正弦波配向積算法によるコギングトルクレスのための計

算手法、およびモーターを設計するための磁気回路の設計手法を確立

しました。これにより、高効率モーターが完成しました。
製品の概要 本モーターは浮遊負荷損が無く、損失は銅損と鉄損のみで

す。その為理論上の限界効率に達した高効率モーターです。

販売開始時期 平成 31 年

平成 26 年 1 月〜平成 30 年 7 月平成 24 年 6 月
CE36-45 に対し、入力電圧 3 条件での特性測定
〜 CE39-50 に対し、DC20V での特性測定

小型モータの特性測定
可否の問い合わせ 依相活用した事業メニュー

TOTSU 
Co., Ltd.

URLURL http://www.totukizai.co.jp

業務内容 東京通信機材株式会社（東京都大田区）のタイ子会社。スリップリングの多品種少量生産品向け組み立て工場

所在地 393 Moo 6, Soi Watyai, Suksawat Rd., T. Naiklongbangprakod, 
A. Pharasamut Chedi, Samutprakarn, Thailand　10290

スリップリング
課 題

日本（東京通信機材㈱）では、都産技研の機器利用、依頼試験等を利
用していました。タイにおいても、そのような環境を見つけたく、困っ
ていました。

都産技研の支援内容

試験機関の紹介や、現地での技術支援によって、タイ国内でのスリッ
プリングの多品種生産や、新しい試作開発品にチャレンジできる環境
が整いつつあります。

活 用 の 成 果

タイ国内の試験機関を案内するとともに、相談や実地技術支援を通じ
て適切な試験方法をアドバイスしました。

製品の概要 レーダー、監視カメラ、測定機などのに回転する部位
に使用される、電力または信号を通電するための装置

販売開始時期 未定

平成 27 年〜 30 年
現地試験機関の活用や
専門的な支援の相談

非公開販売価格

相 実活用した事業メニュー

本部
性能評価

バンコク支所
製品開発・技術開発

城南支所
性能評価

本部
品質証明・管理

79,800 円販売価格（税抜）製
品
開
発･

技
術
開
発

品
質
証
明
・
管
理

性
能
評
価
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チェスト株式会社
URLURL http://www.chest-mi.co.jp

業務内容 呼吸器に関する検査機器の開発・製造・販売

東京都文京区本郷 3-25-11所在地

スパイロメータ（呼吸機能測定装置）DISCOM-51
課 題

新機種の開発に当たり、パッと見で使いやすいことと新しさを両立し

たユーザーインターフェイス（UI）にしたいという課題がありました。

都産技研の支援内容
スパイロメータ（呼吸機能測定装置）の UI をデザインしました。

①操作タッチパネル 13 種　②表示モニタ 6 種　③測定アニメーショ

ン 5 種　④起動スプラッシュ 1 種

活 用 の 成 果
実際のユーザー様からの意見で特に小児向けの測定を促すアニメー

ションが　『かわいい』、『驚いた』等の好評を得ることができ新製品の

良いアピールポイントとなりました。

製品の概要 呼吸のフローをセンサで検出し、肺気量分画、フローボ
リュームカーブおよび最大換気量を測定解析する装置

販売開始時期 平成 30 年 8 月

平成 29 年 7 月 平成 29 年 8 月 平成 29 年 9 月
現行機の調査、案件
の相談内容を精査

デザインに関す
る調整・検討

操作タッチパネル 13 種、表示モニタ 6 種、測定アニメー
ション 5 種、起動スプラッシュのデザイン一式を作成

非公開販売価格

225
呼気フィニッシュ 2

（風船をさらに大きく膨らませを空を飛ぶ）

呼気

225
呼気フィニッシュ 2

（カップケーキのろうそくを吹き消す）

呼気

実 相 依活用した事業メニュー

株式会社関守製作所
URLURL http://www.garasubin.com

業務内容（１）各種ガラス瓶の製作加工及び販売　（２）通信販売業
（３）前各号に付帯関連する一切の業務

所在地 東京都江戸川区松島 1-39-4

醤油さし“syosa”
課 題

伝統的工芸品の江戸ガラスの液だれしない醤油さしの技術を用いた、

新規性のある外観の醤油さし開発が課題でした。

都産技研の支援内容
商品企画、製品デザイン、設計、試作、パッケージデザイン、パンフレッ

ト製作、知財権取得等、自社商品開発に関わる一連の支援をしました。

活 用 の 成 果
商品の企画からデザイン、量産そして販売促進に至るまで商品開発の

一連の流れを支援していただいた。今後の自社商品開発に活かしてい

きます。

製品の概要 伝統的工芸品の江戸ガラスの液だれしない醤油さ
しの技術を用いた、スタンド付醤油さし

販売開始時期 平成 31 年 3 月

平成 28 年 4 月
伝統的工芸品の江戸ガラスの液だれしない醤油さしの
技術を用いた新規性のある外観の醤油さし開発の相談

9,800 円

相活用した事業メニュー
平成 30 年 5 月

スタイリッシュな外観の醤油さしとス
タンドのセットを企画、デザインオ

株式会社ランプラス 
URLURL https://runplus.exblog.jp/

業務内容 ランニング用品小売り及びシューズその他履物の開発、販売

所在地 広島県広島市中区大手町 1-4-5
Aloha ビル 2F

GRIPDROP ASHINAKA 01
課 題

本製品を使用することにより足指の「握る」動作が促進される点を示

したかったが、どういった評価を行えば良いかわからなかった。

都産技研の支援内容
●筋電計の制約（体表面にセンサを貼付する必要があり、足裏には不適）

を勘案しつつ、計測に適した筋肉部位をアドバイスしました。

●筋電計の出力結果を読み解くアドバイスをしました。

●一般的なスリッパとの比較にあたり、試験条件を揃えるための実験

条件設定をアドバイスしました。

活 用 の 成 果
これまでは定性的にしか把握できていなかった履物の違いによる足指筋肉

の使い方を、筋電計を用いることで定量的に比較、評価することができた。

製品の概要 足の指の筋力強化を目的として、日本の伝統的な履物の
足半（あしなか）を現代風に扱い易く再現した部屋履き

販売開始時期 平成 29 年 8 月

平成 29 年 6 月 平成 29 年 6 月

既存の室内履き（スリッパ）と比較した効果の測定方法について相談 筋電計、運動負荷装置による測定

1,833 円

相 機活用した事業メニュー

販売価格（税抜）

販売価格（税抜）

山進社印刷株式会社
URLURL http://sansinsya.com/

業務内容 一般美術印刷、ビジネスフォーム印刷、グラビア印刷、インクジェット出力

所在地 埼玉県本庄市本庄 3-3-36

防カビシート
課 題

開発した防カビシートの客観的な評価、特に目的とする使用用途に沿っ

た評価を行うことが課題でした。また、製品の性能向上についても課

題がありました。

都産技研の支援内容
製品の使用用途に沿った評価法の提案および都産技研ブランド試験で

ある「環境防かび試験」によるカビ抑制効果の評価や性能向上につい

ての助言をしました。また、MTEP の専門相談員が、防カビシートの

海外輸出およびその際の規制等について解説しました。

活 用 の 成 果
依頼試験と改良に関する相談を繰り返した結果、カビの発生を抑制できるシー

トの開発、さらにはより広い用途で活用できる袋状の製品の開発ができました。

製品の概要 包装材として用いることでカビの発生を遅らせる
ことができるフィルム

販売開始時期 平成 31 年 4 月

平成 29 年 7 月〜 平成 29 年 7 月〜 平成 30 年 4 月

非公開販売価格

活用した事業メニュー 依 相相 製品の性能向上とその
評価方法について相談

製品を包装材として用いた際
の、カビ抑制効果の評価

MTEP にて、防カビシートの海外輸出
およびその際の規制等について相談

城東支所
製品企画・販売促進

本部
性能評価

本部
製品企画・販売促進

墨田支所
性能評価

小児向けアニメーション例

性
能
評
価

製
品
企
画
・
販
売
促
進
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２．ものづくりを支える都産技研

１．中小企業を支える都産技研
　都産技研は約 25,500 の事業所１）にご利用いただいています。
　企業規模別では中小企業が約 70%、従業員数別では 50 人以下の事業所が約 50%、資本金別では 5 千万円
以下の事業所が約 50% を占めています。

　都産技研を利用されている事業所１）の 55％が製造業です。また製造業のうち最も利用が多いのは、電気機械
器具製造業で製造業全体の 14％を占め、金属製品製造業、業務用機械器具製造業と続きます。

利用事業所に占める製造業の割合

※都産技研全体の利用事業所数を集計

企業規模別構成比率
その他 

3％

大企業
25％

中小企業
72％

従業員数別構成比率

その他
8％

1001人以上
10％

〜1000人
10％

〜300人
13％

〜100人
11％

〜50人
14％

〜20人
9％

〜10人
14％

〜3人
11％

資本金別構成比率

〜1千万円
28％

〜5千万円
22％〜1億円

13％
〜3億円

5％

101億円〜
8％

その他
9％

〜100億円
15％

ご利用企業の構成

中小企業

小売業

卸売業

サービス業

製造業・その他

資本金５千万円以下又は従業員 50 人以下の会社、個人事業者

資本金１億円以下又は従業員 100 人以下の会社、個人事業者

資本金５千万円以下又は従業員 100 人以下の会社、個人事業者

資本金３億円以下又は従業員 300 人以下の会社、個人事業者

１）過去５年間（平成25 〜29 年度）における利用実績を基に集計。

製造業 55％ 製造業以外 45％

電気機械器具
14％

金属製品
10％

業務用
機械器具

9％

電子部品
デバイス
電子回路

8％

化学工業
8％

その他
30％

情報通信機械器具 5％プラスチック製品 6％生産用機械器具 6％ 輸送用機械器具 4％厚木プラスチック
株式会社

URLURL https://www.atsugiplastics.co.jp/

業務内容 食品に特化した特注品・特殊機能性を備えるプラスチックパッケージの開発・設計・製造・
販売までを一貫で行うメーカー

所在地 東京都武蔵野市中町 1-15-5
三鷹髙木ビル６階

飲料容器の蓋
課 題

ストローを差し喫飲するコーヒー飲料の蓋において、不意の衝撃では

ずれないよう形状開発が必要となりました。試作品の機能性を比較検

証するために、成型品の寸法の数値化が急務になりました。

都産技研の支援内容
測定箇所が変形しやすい成型品の測定は、従来不可能と考えられてい

ましたが、治具を作成し三次元測定機での測定を行いました。

活 用 の 成 果
提案いただいた測定手法で成型品の機能性が向上したことを数値で示

すことができ、上市することができました。　　
製品の概要 ストローを差し喫飲するチルド飲料に落下等外部衝撃

が加わった際、衝撃を緩衝して内容物を保護する蓋形状

販売開始時期 平成 30 年 3 月

平成 29 年 11 月〜

蓋の嵌合部内径と嵌合凸部の金型再現性を三次元測定機で評価

非公開販売価格

機活用した事業メニュー

厚川産業株式会社
URLURL http://www.atsukawa.co.jp

業務内容 木材製品製造販売業 、木材製品製造、建材加工および販売、造作家具等の製造及び販売、
不動産賃貸 

所在地 埼玉県吉川市旭 10-1 

KIRIS armchair
課 題

椅子の強度・安全性に関する知見がなかったため、首都圏テクノナレッ
ジフリーウェイ（TKF）を利用し、製品化に必要な試験等について相
談しました。

都産技研の支援内容
ＪＩＳ 規格に基づく椅子の強度および耐久性試験を提案、実施しました。その際、
椅子に荷重をかけると異音がするというトラブルが生じたため、不具合発生箇
所の原因究明の支援および改良後の試作品の強度・耐久性試験を行いました。

活 用 の 成 果
椅子の強度および耐久性試験を行いましたが、異音に気づき、椅子を
解体して原因の究明をすることができました。一部設計を変更して開
発品の改良を進めた結果、ＪＩＳに示される強度および耐久性をクリ
アしました。

製品の概要 ホテルや商業施設、オフィス等の空間に合わせた桐の家具シリー
ズ。現代の暮らしが求める新たな桐製品の開発に取り組んでいる

販売開始時期 平成 29 年 12 月

平成 28 年 6 月 平成 28 年 6 月〜 10 月
TKF を利用し椅子の安全性、
強度、耐久性について相談

椅子の強度および耐久性試験を実施、
不具合箇所の分解、原因究明

非公開販売価格

連 依活用した事業メニュー

本部
不具合解析

多摩テクノプラザ
不具合解析

相

相

不
具
合
解
析

都
産
技
研
案
内



試験や分析をして欲しい

製品異常（故障・破壊等）の
原因を解明したい

規格に適合している
証明が欲しい 機器を自分で利用したい

繰り返し同じ試験をしたい

ご利用方法

　都産技研に初めて来られたお客さまには、

ご利用カードの作成をおすすめしています。

　このカードがあれば、次回以降の都産技研

ご利用時の各種手続き（入館手続き、依頼試

験、機器利用など）をスムーズに行うことが

できます。作成時には、会社名、住所、連絡

先、氏名等のご登録をお願いしています。
※ご利用カードは本部・支所共通してご利用いただ
けます。

本部のご利用手順
まずはお電話ください

本部 技術経営支援室 総合支援窓口
電話 03-5530-2140（直通）

直接来所された方 担当部署と
ご予約のある方

成績証明書・報告書
の受け取り

技術セミナー・講習会
参加

依頼試験
必要に応じて

報告書or
成績証明書発行

機器利用

実地技術支援

他機関紹介

技術相談

製品を開発したい

技術的な相談をしたい

依頼試験

機器利用

実地技術支援

必要に応じて
報告書or
成績証明書発行技術相談

機器利用技術相談

初めての方 ご利用カードを
お持ちの方

総合受付（9時～17時）で入館手続き

担当部署と打ち合わせ（基本は日程予約をしてからになります）

成績証明書等の試験
結果・試験品の受け取り

総合支援窓口（9時～17時）で
必要に応じてご利用カードを作成

申込書および
承諾書の発行

払込窓口 延長等の
差額支払

成績証明書の再発行

成績証明書の再発行は、成績証明書発行
の日から1年を限度にお受けします。ただ
し、生地などの試験品の一部を添付してい
る場合は3ヶ月を限度とします。ご希望の
場合は、担当研究員にご連絡ください。
※報告書の再発行はしていません。

※ご注意※
機器利用で得た試験結果についての
都産技研の名義使用はできません。 
また、証明書の発行も行っていません。

※使用できるクレジットは、VISA、Master Card、UCのみです。
　カード名義人名の利用控えのみ発行します。

総合受付を通らず
直接特設の

受付カウンターへ

払込窓口総合支援窓口で
希望内容のご相談

機器利用

依頼試験
料
金
の
お
支
払
い（
前
納
）

試
験
・
利
用

　実
施

この部分のお手続きは、各事業所でも
同じです。すべて各事業所の受付窓口
で承っています。

解決

払込窓口／郵送

必要に応じて
ライセンス取得

現金・銀行・コンビニ・
デビットカード・クレジット※払
いから選択

ご利用カードとは？

都産技研の各種事業・ご利用方法は
ホームページをご覧ください。
http://www.iri-tokyo.jp/
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プロジェクト事業推進部

東京ロボット産業支援プラザ ・ IoT支援サイトへのお問い合わせ

●りんかい線「東京テレポート」駅下車 徒歩　分［朝夕無料送迎バスあり　分］
都営バス海　テレコムセンター駅前下車

IoT支援サイト

平成31 年1 月発行　登録番号  都産技 30 - 17 号
発行　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
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